
「大阪のまちづくりグランドデザイン(案)」に対するパブコメ 

 

 大阪に転居してから行政、具体的には大阪府や大阪市に異議を申し立てることが多く

なった。パブリック・コメント(パブコメ)も、その一つである。名古屋時代には、一度

もやったことがなかった。 

確か夢洲の港湾計画か、都市計画の変更に対するパブコメが最初だったと思う。パブ

コメなんか、どうせ聞きおくだけで意味がないと思いながら、5年近く継続してやって

いる。昨年 11月 9日から 12月 9日まで「大阪のまちづくりグランドデザイン(案)」に

対するパブコメが実施された。たまたま大阪市役所の市民情報プラザで、このパブコメ

を知り、資料に目をとおして大阪府に意見を送った。 

大阪のまちづくりグランドデザイン案は、「ポストコロナを見据え、大阪・関西万博

やスーパー・メガリージョン形成等のインパクトを活かし、東西二極の一極を担う「副

首都」として、さらに成長・発展していくため、大阪圏全体を視野に、2050 年を目標

として、大阪のめざすべき都市像やまちづくりの方向性、その推進の取組等を示す」と

されている。 

人口減少時代に入り、日本経済や国土構造が「限界」に近づいているなか、どのよう

なグランドデザインを描いているか、大阪のまちづくりの新たな方向性に注目したが、

まったく期待はずれであった。相変わらずの成長と「副首都」志向で、環状軸と拠点エ

リア中心の開発計画であった。 

昨年末、パブコメの結果が公表され、写真のように私の意見と大阪府などの考え方が

まとめられていた。こからもパブコメに辛口の意見を出していきたい。 

                               (2023年1月6日) 


